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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 120 kDa; Observed MW: 160 kDa

PELP1

HMX3; MNAR; P160; PELP1; PELP1 proline glutamic acid leucine rich protein 1; PELP1
proline- glutamic
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	この遺伝子は、エストロゲン受容体応答遺伝子の転写を共活性化し、他のホルモン受容体または配列特異的転写因子によって活性化される遺伝子を共抑制する転写因子をコードしています。この遺伝子の発現は、エストロゲン受容体ファミリーの両メンバーによって制御されています。この遺伝子は、いくつかの種類の癌の進行に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。
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	PELP1 抗体と DAPI (青) を使用した Hela 中の PELP1 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	PELP1 抗体を使用した Hela、MCF-7、HepG2 溶解物中の PELP1 のウエスタン ブロット分析。
	

	PELP1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

